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学術論文出版からみる

研究データへの 付与とその粒度の考え方の課題

国立研究開発法人国立環境研究所

環境情報部
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・デジタルオブジェクト識別子DOI(Digital Object

Identifier)は、学術論文等のデジタルコンテンツに付与

される国際的な識別子。

・学術論文、図書、研究データ等にこのDOIを付与・登

録し、コンテンツの所在情報(URL)とともに管理され、

恒久的なアクセスを実現することを目的としている。

DOI(Digital Object Identifier)とは
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DOIの表示形式と役割

・デジタルな研究資源に付与される識別子

論文の識別子 固有の名前）としての役割

プレフィックス
苗字

サフィックス

名前

・恒久的にデジタル資料の所在を一意に示す

論文の在り処を示す住所の役割

住所（戸籍）＝住む場所を変えても変わらない
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論文に付与された

学術論文では普及が
進んでいる

学術論文では普及が
進んでいる
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DOI付与のメリット（論文の場合）
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長期的に運用されるリポジトリ等に収録されること前提
基本的に、デジタルなコンテンツであれば付与が可能

・ジャーナル 紀要 学術論文
・図書 報告書
・ 教材
・研究データ など

が付与されるコンテンツ

ジャパンリンクセンター（ ）が想定しているコンテンツジャパンリンクセンター（ ）が想定しているコンテンツ
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・著者に対して研究上の発見に関わるデータを、論文公開後すぐに、

制限なく利用できるようにすること。

・論文の冒頭に、データがどこで、どのように利用可能かを示した

”Data Availability Statement”を書くこと。

出版社の動向（ の例）

“ ”より
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日本で初めて が付与されたデータとそれをエビデンスとした論文

エビデンスデータエビデンスデータ 論文論文

引用・被引用関係

アラスカにおいて行われている上層大気の風速を電波観
測したデータセット
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論文と研究データの構造転換

研究データは論文とは個別に出版し、論文で引用して
リンクさせる

引用
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データリポジトリPANGAEAのメタデータ

研究データの研究データの

論文の論文の
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・セキュリティ
・ストレージ

・データ公開

・データ出版

・メタデータ
・データキュレーション
・リポジトリ

が担う研究データインフラの役割

データ引用を効果的･効率
的に行うための工夫

データ引用を効果的･効率
的に行うための工夫

データ引用により、
公開のインパクトを図る（測る）

データ引用により、
公開のインパクトを図る（測る）
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データジャーナルが次々と刊行

（日本）



13

データと論文を個別の成果として考える

ジャーナル データジャーナル

研究データ

リンク

のメタデータを活用して、
リンクさせる取り組みが考えられている

のメタデータを活用して、
リンクさせる取り組みが考えられている

引用数や利活用
による評価

引用数や利活用
による評価

引用数や社会的インパクト
による評価

引用数や社会的インパクト
による評価

リンク

リンク
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Data Citation Index(WoS)の登場

の登場で、
論文の引用と同じようにデータの
引用数を測れるようになった。

の登場で、
論文の引用と同じようにデータの
引用数を測れるようになった。

研究データを論文記事と同じように検索。
引用された論文数が表示される。

研究データを論文記事と同じように検索。
引用された論文数が表示される。
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・研究データへのDOIの付与により、論文と研

究データの出版構造が変化した

・研究データも論文と同様に引用によって評価

出来るようになった（なりつつある）

【問題提起】

研究データの引用評価は、
論文と同じ方法で可能なのか？

研究データの引用評価は、
論文と同じ方法で可能なのか？
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論文論文

論文論文

論文２論文２

論文３論文３

論文は、論文単位でカウントをして評価出来るため、引
用のカウントもシンプル

引用された論文の評価の基本構造

引用引用

引用引用

引用引用

当該論文を
引用数で評価
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データセットデータセット

論文論文

論文２論文２

論文３論文３

・「粒度」とは、データ提供者が定義するまとまりのあるデータ単位のこと
・ は、「データ引用の単位」として「粒度」と置き替えられる

データに置き換えると

引用引用

引用引用

引用引用

データセットを
引用数で評価

適切な粒度
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引用以外の粒度を決めるための考え方

引用引用

データの性質データの性質

アクセシビリティアクセシビリティ

数数

データ提供者が引用を期
待する粒度

データセットとして意味の
ある粒度

利用者がアクセスしや
すい粒度

適切に運用できる数量にと
どめた粒度



複数のデータを統合して
得られるデータの場合
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ヘルマナス観測所

[RSA]

複数のデータを統合して得られるデータの問題

柿岡観測所

アリバグ観測所

ホノルル サンファン観測所

複数の赤道付近で観測された平均的な地磁気変動量から算出した地磁気変動指数

“ ”を使って論文執筆

ＤＯＩＤＯＩ

高度なデータキュレーションを行っている
彼らの功績を反映させるには？

高度なデータキュレーションを行っている
彼らの功績を反映させるには？

村山他（2015）「観測データから生成された2次データに関するDOI引用法の新提案」を参考に図式化
http://www-kasm.nii.ac.jp/papers/takeda/15/murayama15sgepss.pdf

統合されたデータは引用され評価される統合されたデータは引用され評価される
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ヘルマナス観測所

[RSA]

複数のデータを統合して得られるデータの問題

柿岡観測所

アリバグ観測所

ホノルル サンファン観測所

ＤＯＩＤＯＩ

ＤＯＩＤＯＩ

ＤＯＩＤＯＩ

ＤＯＩＤＯＩ

ＤＯＩＤＯＩ

それぞれの観測所のデータにも を付与し、
とリンクさせる。メタデータへの補記も必要。

遡って、評価できるようにする。

それぞれの観測所のデータにも を付与し、
とリンクさせる。メタデータへの補記も必要。

遡って、評価できるようにする。



１次データと解析データが
混在する場合
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複次的なデータの生産工程

１次データ
（資源的データ）

１次データ
（資源的データ）

２次データ
（解析工程のデータ）

２次データ
（解析工程のデータ）

論文付属データ論文付属データ

・解析工程の結果データ
・実験プロトコル
・プログラム スクリプト

・モニタリングデータ
・社会調査の個票
・調査記録 実験ノート

・論文で使用した
データセット

・図表などSupplement

オリジナルデータとして
価値が高い

AIや機械学習で
増加傾向

論文投稿に必須
（になりつつある）

データリポジトリデータリポジトリ

非公開ストレージ非公開ストレージ

汎用リポジトリ汎用リポジトリ
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解析工程を挟むケースー附属データの附属情報

１次データ
（資源的データ）

１次データ
（資源的データ）

２次データ
（解析工程のデータ）

２次データ
（解析工程のデータ）

論文付属データ論文付属データ
１次データ

（資源的データ）
１次データ

（資源的データ）

１次データ
（資源的データ）

１次データ
（資源的データ）

公開

公開

公開

公開

非公開

論文附属データのメタデータには、
次データや非公開データとの関連性など

詳細な記述求められる。
次データの粒度の問題だけでは解決しない。

論文附属データのメタデータには、
次データや非公開データとの関連性など

詳細な記述求められる。
次データの粒度の問題だけでは解決しない。

❔



大規模な社会調査や疫学調査の
データの場合
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比較的規模の大きい疫学調査の例

調査機関：環境省 国立環境研究所
全国 地域の大学等に設置されたユニットセンター

調査期間： 年～ 年

調査対象：約 万組の親子
（母親の妊娠中から子どもが 歳し達するまでの追跡的調査）

取得するデータ：診察記録、質問票、生体試料

主な研究利用：化学物質の影響を統計的に解析・分析

＊調査期間が長く、データ管理担当者の入れ替わりは必至
＊データの集計作業とその解析・分析が同時平行で実施
＊調査期間が長く、データ管理担当者の入れ替わりは必至
＊データの集計作業とその解析・分析が同時平行で実施

出生コーホート調査出生コーホート調査

データの種類が多いデータの種類が多い

年もの年月年もの年月

大規模な共同調査大規模な共同調査



27

項目１の集計

大規模な社会調査や疫学調査の問題

項目２の集計

項目３の集計

項目４の集計

年

年

年

年

全項目をデータセットにして一つの を付与するとした場合

年に出版

年に出版

年に出版

年に出版

後追いでのレファレン
ス修正は困難
↓

被引用のカウントから
外れてしまう

を付与して引用

年に項目４の集計を終えて、ようやく 付与

の粒度は、公開時期も踏まえて考える必要がある

❔
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項目１

項目２

項目3

項目４

年 年年 年

年次ごとにデータファイル形式やファイル名の
規則を担当者間で統一させておくことが重要

年次ごとにデータファイル形式やファイル名の
規則を担当者間で統一させておくことが重要

の粒度を年次ごとにした場合
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項目１

項目２

項目3

項目４

年 年年 年

担当者が変わっても適切にバージョン管理出来るか担当者が変わっても適切にバージョン管理出来るか

の粒度を項目ごとに場合
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項目１

項目２

項目3

項目４

年 年年 年

引用される際、適切な 数の粒度であるかどうか
利用者のアクセシビリティにも配慮する必要がある
引用される際、適切な 数の粒度であるかどうか
利用者のアクセシビリティにも配慮する必要がある

年次と項目両方で粒度を決めた場合
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・DOIの粒度の決定においては、論文等での引用を

強く意識する必要があるのではないか。

・研究データの引用・被引用による研究評価では、

データ間関係をから評価出来るようなシステム

設計が必要ではないか。

・大規模な社会調査や疫学調査では、DOI付与の

を粒度の観点から、研究データ管理計画策定当初

の時点で、考慮しておく必要がある。

まとめ
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ご静聴ありがとうございました


